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営農対策部 

ＴＡＣ課 

 

＊情報に関するお問合せは下記までお願いします＊ 

 ＪＡ津安芸 ＴＡＣ課          森・平澤 

      事務所 ＴＥＬ      ０５９－２２９－３５０２ 
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台風6号通過に引き続き台風7号の接近が予想されます。 

野菜圃場全般における対策として・・・ 
・定植後の幼苗については、なるべく雨風の影響を受けないよう添え木や寒冷紗等をかける。 

・圃場周辺の排水溝を整備し雨水の流入・侵入を防ぐ。 

・圃場が灌水した場合は、水を早急に排除し、根腐れを防止する。 

・台風通過後は強風・大雨により、病原菌が作物へ侵入しやすくなります。 

・台風通過前後は、病害防止のために薬剤散布を徹底する。 

・今回は特に病気の被害が懸念される葉ネギ及び玉ねぎの疫病・べと病、イチゴの炭疽病への薬剤散

布対策をお知らせします。 

 

 
                                                                                                                                                                                                     

 

  

  

  
 
 

  

！！台風通過後の病害対策！！ 

いつもＪＡ津安芸をご利用頂きありがとうございます。 

ＪＡ津安芸管内の農業情報や農業を営む担い手の皆様に 

少しでも役に立つ情報をお届けさせて頂きます。 

＜玉ねぎ－疫病・べと病への対策＞ 

★リドミルゴールドＭＺ 

…1,000倍希釈散布、収穫7日前まで使用可、使用回数：3回以内 

・浸透移行性に優れるメタラキシルＭと予防効果の高いマンゼブの組み合せにより、べと病・疫病に

ご自慢の農産物をJAタウンにも出荷してみませんか？！ 

＜イチゴ－育苗期においての炭疽病への対策＞ 

★キノンドーフロアブル 

…500～800倍希釈散布、育苗期、使用回数：3回以内  

・抵抗性が付かないように同一系統薬剤の連用をさける。 

＜葉ネギ－疫病・べと病への対策＞ 

★アリエッティ水和剤 

…800倍希釈散布、収穫3日前まで使用可、使用回数：3回以内 

・浸透移行性に優れ、植物体中を上部へも下部へも速やかに移行する。また、発病前の予防的使用

によって優れた効果を発揮。 


